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【校長室より】      

「自主性」と「主体性」 
  

 平成３１年度が始まりもうすぐ１ヶ月が経とうとしていま

す。本年度は１２名の教職員と、１５１名の新入生を迎え新

年度がスタートしました。教職員一同、新たな気持ちで五島

高校の生徒の指導に邁進いたします。今後ともよろしくお願

いいたします。 

 

 ところで、昨年度１年間、全校集会などで「自ら考え、自

分の意志で行動できる人になって欲しい」という話をしてき

ました。今年度も、主体性を持った五高生であって欲しいと

思っています。そこで、昨年度、全校集会で話をした「自主

性と主体性」について、その内容の一部を転載することで、

私の思いを保護者の皆様にお伝えしたいと思います。 

 

自分の意志で行動することを表す言葉に、「自主性」と「主体性」という言葉があります。その二つ

の言葉の意味の違いを一言で表すならば、「やるべき目的が決まっていることを、（それほど頭を使う

ことなく）人にいわれなくても実行しようとするのが自主性」で、「やるべき目的が決まっていない状

態下で、何をなすべきか、頭を最大限に働かせながら（判断して）行動を起こすのが主体性」だそうで

す。つまり、大きな違いは、目的がすでに決まっているのか、目的を自分で作り出すのかという点にあ

ります。 

例えば、「教室は綺麗にしておくようにいわれているから、催促される前に掃除をしよう」と考え行

動するのは自主性です。一方、「教室を綺麗にしておけば、みんなが気持ちよく生活できるし、先生の

授業も、より意欲が出て、さらにわかりやすく教えてもらえるかもしれない。だから掃除をしておこ

う」と考え行動するのが主体性だと思います。 

勉強に置き換えてみると、「日頃から勉強は大事だと先生から言われているから勉強に取り組もう」

と考え行動に移すのが自主性で、「自分は、将来、五島の活性化のために何かをしたい。そのために

は、多くの知識を得ることで視野を広げ、多くの発想が生まれるようにしておいたがよい。だから勉強

は必要だ」と考え行動に移すのが主体性と言えるのかもしれません。このように考えると、自主性より

主体性のほうが、身につけるのが難しいと思います。 

では、この主体性を身につけるためにはどうすればいいのでしょうか。それは、とにかくミスや失敗

を恐れることなく、何事にもチャレンジしていく姿勢を持つことが大切だそうです。最初は誰かのまね

でも問題はありません。というか、最初は誰かのまねをすることから始まるのかもしれません。 

「守破離」という言葉があります。まずは、徹底的に師匠の教えを守り師匠の型を自分のものにする

（守）。その後、自分らしさを取り入れながら（破）、最終的には他人のまねではない自分の型を作っ

ていく（離）という意味だと思います。 

自分の型を作るためには、師匠のまねをして師匠の型を身につけることから始まる、つまり先生方か

ら教えてもらうことを徹底的に身につけることから始まるのです。それが基盤となって、自分の型に作

り変え、主体性にも結びついていくと思います。だから、先生方から教えてもらうことを大切にして欲

しいと思います。 

これから、学校生活でも、私生活でも、目的が最初からあって自ら行動に移す「自主性」と、目的を

自分で作り出して自ら行動に移す「主体性」というキーワードを頭において行動してみてください。 
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